
No. 質問内容 A B C D A＋B C＋D

1 先生方は、あなたの学習目標とその手立てについ
てわかりやすく説明していますか。 35.7% 57.1% 0.0% 7.2% 92.8% 7.2%

2 先生方は、あなたの見え方など実態に合わせてわ
かりやすい授業をしていますか。 57.1% 35.7% 0.0% 7.2% 92.8% 7.2%

3
（理療科の生徒のみ答えてください）
先生方は、国家試験の合格に向けたわかりやす
い十分な支援をしていますか。

33.3% 66.6% 0.0% 0.0% 99.9% 0.0%

4 先生方は、触れて確かめるなどの体験活動を積極
的に取り入れていますか。 28.6% 50.0% 21.4% 0.0% 78.6% 21.4%

5 学校での活動を通じて、他の学校の生徒との交流
に参加していますか。 14.2% 28.6% 28.6% 28.6% 42.8% 57.2%

6
あなたは、地域などでのボランティア活動を積極的
に行っていますか。（点字ブロックキャンペーンを
含みます）

14.2% 35.7% 35.7% 14.2% 49.9% 49.9%

7
先生方は、あなたの障がいの状況や日頃の健康
状態について把握し、必要に応じて保護者に連絡
していますか。

57.1% 35.7% 0.0% 7.2% 92.8% 7.2%

8 あなたは、自分自身の健康への関心を持ち、適切
な自己管理ができていますか。 35.7% 35.7% 28.6% 0.0% 71.4% 28.6%

9
あなたは、学校給食などを通して、食全般におい
て、健康を考えながら食事をするようになりました
か。

7.2% 42.8% 42.8% 7.2% 50.0% 50.0%

10

（寄宿舎のみなさんのみ答えてください）
あなたは、寄宿舎の生活において、自分のことは
自分でするなど、自立に向けた生活ができていま
すか。

25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 100% 0.0%

・高等部の生徒からは、視覚支援学校の教育について教師の指導や支援については概ね「良い」という評
価が得られました。内容として、「一人一人の見え方等に配慮し、分かる授業の実践など丁寧に教えても
らうことができる」などの記述がありました。
・生徒自身に対する問いでは、ボランティア活動に対する参加度や他校との交流について、「あまり良くな
い」「悪い」という評価が多くありました。これについては、学校として交流並びにボランティアの機会が尐
ないのか,あるいは生徒自身がその意義や必要性を感じず参加していないのかなど様々な視点も考えら
れますが、学校としても小学部と同様に各ボランティア活動の趣旨をその都度明確に示すなど、生徒のボ
ランティア意識を高めるようはたらきかけを改善していきます。

○分析

Ａ：大変良い　　Ｂ：良い　　Ｃ：あまり良くない　　Ｄ：悪い
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